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しかしき従来殿方法では-----側後病変で翻変化や錐体路の

障害を寮監嬢する殿が困難であった血我利豊刺激電極を左

右に設け夢導出することをこよ妄ブ-劇陵の脊髄の終審を鋭

敏に反映Lたと思濠っれた例を経験した殿で報鷹する竜
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8カ月程前より腰背部痛が出現妙見院諾紅絹前をこなをラ歩
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履組位置覚低下,5お体幹部異常知覚芦転や排尿排便障害を
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髄紬こ一部不均一に増強される鷹藤本体と上下をこCYST

が存在しても津こAC3か転で臨詔まで椎弓を切除し術中

モニタリング下蔓こ藤藤を藤堂掬Lた弔術後経過良好で身

体幹部殿常知覚卵酒紫と療性運動麻輝の改善を見た食泰

浄検討を加える鞍

1古晶i!i.Li棚l-て'-F昌=冊も流量i/-
(:rH/1～

十
･=]=<.証

･.防.I.;‖…j:

-1JHr.;;

■
●
●

恩
赦
光

憾

･1-
･-･
-…I

E
.I,･･..日

...;1

.村
中
ト

ト

摘Ez∃登脳神経外科病院)

磯神淫外語 東 学∋

【F畔!】成上卜一鉦叫L流代華∴i･平日-∴日工寸柵-.感

覚誘発電位 猶SEP)と局所脳血流慶を茅h濫段Fjがどの

ような稽開関係を示すかを検討したや

【･七一､j象･ノ眉二･】､L'I施設∴二㌢∴∵-::行十言二面服頃動附と､j

膜勘離由;･し'l･:吉 狛刊S手∵.-小･･二SL<t:,ド∴;-{'tW

のをニタリンダを試みた.SSE㌘の測定は,麻酔導丸

直後から開始し非遮断嶺睡遮断直前の振幅をmmもro主
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性が見られ術中酔こおいても覇済陵が高いと考えられる

帖侶ti･潮■圭古井u';亡

栗山 再出･畑i蔓 藻
草議潜 像帝薄霧柔知春
遠藤 俊郎⑳高久 晃磁場 驚荒鵬 学)

我利孟従来の熱拡散戎脳血流センサ-かこ穫埼碍改良を

如え夢中動物において定慶的髄血流測定が可能であるこ

とを示してきたB奪恒量は済榛の原理で術後をこおける磁血

流の持続モニタ-済セソサ-を開発し,臨床例で検討し
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薄いステイツタ状のシ11=1ソラバ-で穫つ喪-担ソサ-を芦

開頭時に頭庶夢頭蓋骨,硬膜を過して男顔寮をこ固定繋留僚

換窺,ヤタ鼠テストによ鞭凍芝ソサー---殿反応性を確認した9
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をこ頭成下髄液貯橡が認め綜)飢たわ[結論]本装置は術後

の脳血流が簡便かつ持続的をこそこ潔-で浄軍縮後脳血流

段と思われた中
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流Å流出戯管の把握私事巌である句風V関の手術例と非
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タを膜下潜血を楽し 圃転立体撮影にて手術の和能性を

既出Lた.流尤動脈のタuッLhqソダ2馴-実線に摘出術を施

行しノたhAV関が橡く山部残存ある澄ま苧最後に併発L/
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性手術器具の製作が急務である淵本症例をこ,右ⅠCA動

脈癖の処置と残存AV瀧櫓摘出の賓否をこ紺ききご意見を

頂きたい,
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太脳動脈l馳粛啓建衝を施行も/たので,そ鞘手術手技をビ

デオをこて供覧する血症例漫ぼ63歳亨男性ウ脳鹿管撮影に

て右内頚動脈終末部済塞き左前充脳動脈 (A且う編度狭
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慶低下及び脳循環葦鱗能の著しい低下を認めた.症例2

は53歳繋身性.髄血管撮影をこて右中東脳動脈高度狭窄を

認め,前太凝動脈は両側と転 超絶部より造影を認めな

かった8S㌘ECTでは右内頚動脈蘭域の広汎な脳血流畳

低下及び商銀槌前大脳動脈儲域の脳循環予備能の低下を認
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術を施行したB左前脈絡革動脈鰍暖部をこ動脈感を認めク

リッピソダしたQ鮪後,脳橋潅流療法を施行しき脳血管

撃縮Ll~)出現し十二..･＼l)l∫l~~ニ∵退Fr日工.症例告1351上

男性.く屯蛙下出血をこて発症した多発性脳底動脈癖であ

る,モヤモヤ病の病斯浄叛は雨嶺Ej3願であった.慢性願
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開を加え約野を拡大した幹脳底動脈末端部および上小脳

動脈分岐部動脈癖を認め両方と転々 1ノ3ッビングしたd術

後経過は良好で,A揖L息で退院し′た.Wをヤをヤ病をこ合

併する脳動脈癖はこれまでかなり多く郡報告があるが声
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脳底動脈癖の直接手術に際L,戯太の問願意はきどの

アプロ-=-予を取って鮎動脈療碍反対側を直視する事が出

来ず,周辺動脈や穿通枚の確認が困無な点である事特に

動脈癖がある程度以上をこ太きくなるとこの困鰹さは-磨

増光するB動脈癖が大きく,鳳感壁が固いときは別な方

法を考えねばならないが準療壁が薄い場合をこぼ栄藤止血
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あるも我利孟通常の東繰上動脈痛についても審決を健周

しているが,奪回は脳底動脈感の窯際J例をこついて夢ビデ

オによりそ碍方法を供覧する血
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